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官庁営繕事業の説明方針

１．官庁営繕事業の流れと
　　　　　　 　　関東地方整備局の業務範囲

２．関東地方整備局の役割と
　　　　　　　　 　　監視委員会での審議内容
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関係省庁

官庁営繕事業の流れと関東地方整備局の業務範囲
国土交通省

工　　事

関東地方整備局

設計･積算

検査･引き渡し

保全指導

管　　理
（運営･維持）

①関係省庁は、官公法※に基づき、営繕計画書を国土交通　
　省、財務省へ提出。
　 （規模及び工事費の算定においては、国土交通省の策定　
　　 した面積算定基準、予算単価等を統一基準として使用）
　　※官公法：官公庁施設の建設等に関する法律

②国土交通省は、長期営繕計画、実態調査、位置・規模・構
　造の基準に基づき、技術的観点から意見書を関係省庁、　
　財務省へ送付。

目的に基づき、それぞれの用途に応じた基本的性能※を満足
する施設整備を行う。
　※基本的性能： 「官庁施設の基本的性能基準」（国土交通省大臣官房官庁営繕　
　　部が平成１３年に制定）で定められている官庁施設として有すべき主要な性能

①

②
②

①

必要性及び緊急性があると判断された事業について、新規
事業採択時評価を実施し、財務省へ予算要求を行う。

意見書
・事業の緊急性
・事業の妥当性

　

長　期
営繕計画

位置･規模
･構造の基準

実態
調査

関係省庁
営繕計画書
位置：建設地
規模：面積　
構造：仕様　
工期　　　　
工事費　　　

提出

新規事業採択時評価財　務　省

引き渡し

指　導

事後評価

施設の質の確保のため、施設が常に適正な機能を維持でき
るように、必要に応じて関係省庁に対して指導を行う。

提出

送付

送付

予算
要求
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関東地方整備局の役割と監視委員会での審議内容

●関東地方整備局の役割
　　目的に基づき、それぞれの用途に応じた基本的性能を満足　
　 する施設を整備すること

●委員会での審議内容

工事費の内訳適正な価格で整備されているか

CASBEE：建築物環境性能評価システム

CASBEE指標
官庁施設の基本的性能を満足す
る施設になっているか

３



評価項目の比較
官庁施設における基本的性能の項目 CASBEEの評価項目

 社会性  地域性  地域性 　Ｑ-１. 　１.音環境

 景観性  景観性 　　室内環境 　２.温熱環境

 環境保全性  環境負荷低減性  長寿命 　３.光・視環境

 適正使用・適正処理 　４.空気質環境

 エコマテリアル 　Ｑ-２. 　１.機能性

 省エネルギー・省資源 　　サービス性能 　２.耐用性・信頼性

 周辺環境保全性  地域生態系保全 　３.対応性・更新性

 周辺環境配慮 　Ｑ-３. 　１.生物環境の保全と創出

 安全性  防災性  耐震 　　室外環境（敷地内） 　２.まちなみ・景観への配慮

 対火災 　３.地域性・アメニティへの配慮

 対浸水

 耐風 　ＬＲ-１. 　１.建物の熱負荷抑制

 耐雪・耐寒 　　エネルギー 　２.自然エネルギー利用

 対落雷 　３.設備システムの高効率化

 常時荷重 　４.効率的運用

 機能維持性  機能維持性 　ＬＲ-２. 　１.水資源保護

 防犯性  防犯性 　　資源・マテリアル 　２.低環境負荷材

 機能性  利便性  移動 　ＬＲ-３. 　１.大気汚染防止

 操作 　　敷地外環境 　２.騒音・振動・悪臭の防止

 ユニバーサルデザイン  ユニバーサルデザイン 　３.風害、日照阻害の抑制

 室内環境性  音環境 　４.光害の抑制

 光環境 　５.温熱環境悪化の改善

 熱環境 　６.地域インフラへの負荷抑制

 空気環境

 衛生環境

 振動

 情報化対応性  情報化対応性

 経済性  耐用性  耐久性

 フレキシビリティ

 保全性  作業性

 更新性 ４



CASBEE（建築物環境性能評価システム）について

●CASBEEとは

　・建物を環境性能で総合評価し格付けする手法。

　・施設内の快適性や景観への配慮なども含めた建物の品質と、
　 環境負荷を総合的に評価。

　　　　　　 　　　　　　　　　 産官学共同プロジェクトとして「建築物の総合的環境評価研究委員会」で開発

参考図書 ： CASBEE-新築（簡易版）評価ﾏﾆｭｱﾙ（2006年版）
　　　　　　　　　　　　　財団法人 建築環境・省エネルギー機構

HP ： www.ibec.or.jp/CASBEE/
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CASBEEの導入状況

　全国で９の自治体が、建築主の積極的な環境配慮を
　促すことを目的として、条例によりCASBEE評価の届
　出を義務付けている。

【横浜市の例】
　　・2005年7月実施
　　・規模5,000㎡以上の建築物
　　・ホームページ上で公表（工事着手前、完成後）
　　・認証制度の実施（2006年4月）（規模2,000㎡以上の建築物）

・ 京 都 府

・横 浜 市

・京 都 市

・大 阪 府

・川 崎 市

・大 阪 市

・兵 庫 県

・名古屋市

・神 戸 市

６



CASBEEによる評価のしくみ

仮想境界

近隣
建物

近隣
建物 建築物の環境性

能効率(B E E) 

建築物の
環境品質・性能
Ｑ（Ｑuality）

建築物の環境負荷
Ｌ（Ｌoad）

＝

室内環境
サービス性能
室外環境（敷地内）

エネルギー
資源・マテリアル
敷地外環境排気、騒音、廃熱、排水

資源消費、ＣＯ２排出など

CASBEEは、建築物敷地境界等による仮想境界で区分された内外２つの空間を想定し、境界内部の建築物の環境・
性能に係る要素(Ｑ：Ｑuality)、境界を越えて外部に与える環境負荷に係る要素(Ｌ：Ｌoad)の約９０ある評価項目につ
いて取組を評価します。これらを統合し、BEE＝Ｑ／Ｌで示される建築物の環境性能効率（BEE）という数値を用いて、
建築物の環境性能を総合的に評価するシステムです。

BEE=3.0 BEE=1.5 BEE=1.0

0 0

50

50

100

100

Ｓ Ａ Ｂ

Ｃ

-

+

Ｂ

BEE=0.5

建築物の環境負荷 Ｌ

建
築
物
の
環
境
品
質
・
性
能
Ｑ

基準

建築物の環境性能効率（BEE）は、Ｓ、Ａ、Ｂ 、Ｂ 、Ｃの５段階で
各付けされ、環境の品質・性能（Ｑ）を向上した場合、また外部
への環境負荷（Ｌ）を低減した場合ほど高くなります。

+ -

Ｓ　：　素晴らしい
Ａ　：　大変良い
Ｂ　：　良い
Ｂ　：　やや劣る
Ｃ　：　劣る

+
-

＝
２５×（ＳＱ－１）

２５×（５－ＳＬ）
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営繕事業　位置図

埼玉県

神奈川県 千葉県

東京都

群馬県

栃木県

茨城県

長野県

山梨県

宇都宮第２地方合同庁舎（増築）
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宇都宮第２地方合同庁舎宇都宮第２地方合同庁舎
（増築）（増築）

（平成１８年度事後評価案件）
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１．事業概要

◆事業実施前の状況

○民間ビルの借り上げ

　

○機能分散

　 相互距離７００ｍ

○施設の不備

　 バリアフリーに未対応

○狭　隘

　 必要面積の６割程度
　　　　　　　　　　（４７８㎡）

相互距離：７００ｍ

（民間ビル）
職業安定部

東武宇都宮駅

南宇都宮駅

東
北
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
日
光
線

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

JR宇都宮駅

２，９００ｍ

機関委任事務制度の廃止（1999年）に伴い、県の組織であった職業安定部
が国の組織である栃木労働局に組織統合（2000年）され、民間ビルを一時
借り上げしていた

宇都宮第２地方合同庁舎
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◆事業の目的

JR宇都宮駅

（民間ビル）
職業安定部

宇都宮第２地方合同庁舎

宇都宮地方合同庁

舎敷地内へ増築

増築箇所

○民間ビルの借り上げ解消

○機能分散の解消
○施設不備の解消
○狭隘解消

新規事業採択時評価で評価済み
（本省で実施）
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◆施設概要

敷地面積 ： 約８，２６７㎡

延べ面積 ： 約　　７９１㎡(増築庁舎)

構　　　造 ： ＲＣ（一部Ｓ）-２

設　　　計 ： 平成１４年　６月～平成１４年１０月

工　　　期 ： 平成１４年１０月～平成１５年１１月

総事業費 ： 約２．９億円

増築庁舎

既存庁舎 露場

　工事費の内訳
単位：百万円（税抜き）

●

※建築着工統計から計算した民間発注の事務所ビル（ＲＣ造）の工事費の平均
　単価２２万円／㎡に、公共建築物であれば同時に発注される工事（小部屋の
　間仕切り、書架等）の費用２万円／㎡を加えたもの

延べ面積 工事費
延べ面積１㎡

当たりの工事費

　　約　24 万円 　 - ㎡　 - 百万円
※

　　 約　24 万円　　　791 ㎡　　193 百万円

民 間 建 築 物

宇 都 宮 第 ２
庁　 舎

特殊な仕様

外構整備

その他

　

１６

合　 計 ２５６

１９

項　 目 工事費

１９３

２８

１３



【工事費の内訳】

・
・
・

合　　　　　計

３． 外構整備

４． その他
　既存庁舎改修、解体

１． 庁舎

高度なバリアフリー（窓口自動扉、EV）【１４】

項　　　　　目

２． 特殊な仕様

環境負荷低減対策（照明制御、自動制御等設備）【４】

増築のため必要となった防災設備【１】

28

16

256

（百万円）

工事費

193

19

１４



整備状況●

外　観

【建物仕上】

玄関ホール

事務室

【執務室】

上級室
１５



２．効果の発現状況

◆ＣＡＳＢＥＥ指標評価
Q　建築物の環境品質・性能　（居住環境のアメニティを向上させる性能評価） SQ= 3.1

Q-1 室内環境 Q-2 サービス性能 Q-3 室外環境（敷地内）
　スコア（評価点）： 　　 SQ1＝ 2.9 SQ2＝ 3.4 SQ3＝ 3.1

LR　建築物の環境負荷低減性　（環境負荷を低減させる性能評価） SLR= 3.3
LR-1 エネルギー LR-2 資源・マテリアル 　　　LR-3 敷地外環境
　スコア（評価点）： 　　 SLR1＝ 3.2    　　 SLR2＝ 3.6 SLR3＝ 3.1

4.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

1

2

3

4

5

 大気汚染

3.7

3.0

1

2

3

4

5

3.53.5

3.03.0

1

2

3

4

5

2.9

3.5

2.6
3.0

1

2

3

4

5

3.03.0

3.5

1

2

3

4

5

   水資源
　  保護

3.43.5
3.3

1

2

3

4

5

音環境　　　　　温熱環境　　 　光･視環境　 　空気質環境 　機能性
生物環境

   建物の

   熱負荷

 騒音・振動

 ・悪臭
風害・

日照阻害
光害   ヒートアイ

ランド化

  地域イン

  フラ負荷

 自然エネ

  ルギー

 設備システ

 ム効率化

効率的

運用
低環境

負荷材

 耐用性

 ・信頼性

対応性

 ・更新性
まちなみ

　景観

地域性・

アメニティ
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環境品質・性能の向上●

段差の解消

誘導ブロックの設置身障者等対応エレベータの設置

多機能トイレの設置自動扉の設置
１７



◆アンケート調査結果

【対象：増築庁舎の職員（２２人）】
Ｑ．執務環境は向上したか

○向上した（５５％）
　 ・ 執務室内に開放感がある
　 ・ 情報化への対応が可能となった

×向上していない（１８％）
　 ・ 庁舎内が寒い

【対象：利用者（２８人）】

Ｑ．この施設は利用しやすいと思いますか

○利用しやすい（７５％）
　 ・ 施設内が快適（広さ、明るさ、材質等）

×利用しづらい（４％）

　 ・ 駐車場が狭い

　

利用しやすい

まあ利用しやすい

どちらでもない

やや利用しづらい

利用しづらい

利用者への利便性

※調査日：平成18年9月

３６％
２１％

３９％

４％

執務環境の向上

※調査日：平成18年9月

向上した

まあ向上した

どちらでもない

あまり向上していない

向上していない３２％

２３％

２７％

４％ １４％

１８



３．まとめ
◆民間ビルの借り上げ解消
　　土地の有効活用（宇都宮第２地方合同庁舎の敷地内へ増築）により、民間ビルの借り
　　上げ解消が図られている。

◆機能分散の解消
　　相互距離７００ｍ→０ｍにより、業務の効率化が図られている。

◆施設不備の解消
　　ＥＶ設置等のバリアフリー化により、利用者及び職員の利便性が向上した。

◆狭隘解消
　　延べ面積４７８㎡→７９１㎡により、必要面積が確保された。

◆適正な価格での整備
　　工事費の内訳及び庁舎の延べ面積１㎡当たりの工事費から、適正な価格で整備され
　　たと判断できる。

◆基本的性能を満足する整備
　　ＣＡＳＢＥＥ指標評価により、基本的性能を満足する整備がされたと判断できる。

◆その他

　　アンケート調査結果より、利用者の利便性の向上、職員の執務環境の向上において
　　高い評価を得ている。

事業の目的を果たしていると判断できるため、再度の事後評価の必要性及び改善

措置の必要性はないと考えます。
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八丈島測候所の工事費の内訳について

（平成１８年度事後評価案件）



◆八丈島測候所

敷地面積 ： 約３，６１２㎡（庁舎）、約３，９８７㎡（測風塔）

延べ面積 ： 約１，４８０㎡（庁舎）、約１３０㎡（測風塔）

構　　　造 ： ＲＣ-３他（庁舎）、ＲＣ-４（測風塔）

設　　　計 ： 平成１３年　８月～平成１４年　２月

工　　　期 ： 平成１４年　３月～平成１５年１２月

総事業費 ： 約１０．２億円

　工事費の内訳
単位：百万円（税抜き）

●

　施設概要●

延べ面積 工事費
延べ面積１㎡

当たりの工事費

　　約　24 万円 　 - ㎡　 - 百万円※

　　 約　25 万円　　1,408 ㎡　　358 百万円

民 間 建 築 物

八丈島測候所

※建築着工統計から計算した民間発注の事務所ビル（ＲＣ造）の工事費の平均
　単価２２万円／㎡に、公共建築物であれば同時に発注される工事（小部屋の
間仕切り、書架等）の費用２万円／㎡を加えたもの

１

庁　 舎

特殊な仕様・経費等

外構整備

車庫

水素ガス貯蔵庫・充填庫

測風塔

屋外受水槽設置

その他

　

５７

１２

１１

合　 計 ９２７

項　 目 工事費

３５８

１０４

２６９

９４

２２



【工事費の内訳】

２

・
・
・
・
・
・

・
・
・

４． 車庫 22

５． 水素ガス貯蔵庫・充填庫 57

８．

94

12

６．

離島による資材等の船運搬費、職人確保による滞在費等【６６】

構造体の耐震性能向上及び建築条件が制約を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　受けることによる費用ＵＰ【２８】

工事費
（百万円）

項　　　　　目

庁舎１．

２． 特殊な仕様・経費等

358

269

927合　　　　　計

測風塔

その他（既存庁舎取壊し）

７． 屋外受水槽設置 11

３．

コンクリート資材ＵＰ【２８】

塩害対策【３１】

気象観測に伴う費用ＵＰ（水素ガス設備、自動制御等）【３５】

高度なバリアフリー（ＥＶ）【１４】

　　高層気象観測上の条件（斜線制限）

外構整備 104

地盤条件による費用ＵＰ【３】

雨水利用設備【５】

災害活動対策（自家発電設備７２時間対応、空調設備２重化）【５９】

　　自然公園法上の条件（勾配屋根、高さ制限）
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